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切 り離されたソフ トウェアである｡ 一方脳生理学は物質的根拠を求めるハード
ウェア指向である｡このハードウェア研究とソフトケェ了的表現との断絶は著
しh o この断絶の下笹あって胎の研究は直々のVベルから行なわれ牽ければ食


















































1･ 空間加重 2･ 転業特畢性 (発火の特異性)
重力､ ′4. 伝達時間 5. 時間加重 6. 履歴
5. 椎体輯値,非加
7. 魔対不応期









ソフ ナウェア (マ ク ロ)
心 啓瑛象




















し廃っ込んだ議論をす考01- 5_の機能は次のよう陀あらわされ:a (準 恥 -
1loch,Pitts,1945)O
13 0J (ち)- Tl 〕
oi巨 ) = e 〔j葦1a･･
2 Ⅹ≧o
e(Ⅹ)-i






yi(ち)- ∑ aij Oj(ち)- Tこjキi 1










に蓄準されるoそれ故信号の時間加重効果があらわれ (2.5)は ,機能 7(級
逮)を Thlと,Lて
i









れるOそ こで離散時間を T とせずに微少隙間△七におしとどめてお くO 叉,時
間加重を (2.4)の形式で貴く∴別の形式であ らわすことVZ:よって,･以後の展
開をより容易にする o yi についての泰男で亭己述すると
vi(七十△七)= t(△七)yil(七)+謹 皇∂ijr(七)oj(セムでij)-Ti
(2.5)
第 1項は時間加墓を示 し,更に細胞 体に到遷した電位はpSPとして正確には
時間的に減一衰する (枚離 9の後半)敏に年も間隔の減衰を bイ△七)とする｡







点で 0陀:帰するか ら, (2.5)は
yl(t'△七)=b(△七)炉 も)(1-01(ち))'j葦i,aiJ (t巧 (t~rlJ)















- Ll for O< rT≦To
Ll′ fcr Toく rT ≦ T /
o for Tr< rT
-(2.8)
とあらわすことが出来る (ca- iello,19… )o altlr)の2列目の効果
.は,絶対不応期の後VC続 く相対不応期
この表現は夜分核を用いて .` T`こくく 1




















･澗1圧 十△七)= (Wl(ち)+△)(lュe(Wi(ち))+ⅩOi(七) (2･10)
Thi(七)=-L(い C･(w l(i))) (2･11)-
とあらわすことも出来る｡ (2.9)蛙絶対不応期にまつわる細胞体の ミクロな













セスの数式化 (2.1),(2,4)の発表後振起された. その起因を ミクロ査プロ
セスでのP≡Pめ アナログ性に帰着しようとい うアイデアが生れた (その例は
神経方程式 (A)で述べる) o しかし,まともにこの間藤にぶつかると,発火
にまつわるディジグ タレ性(rSやはり無視出来貴ho (2.4)は発火のディジグ ′レ





9を (2.7),(2.9)叉は (2.ll)であらわすことにした O
§4.鹿散時間の評価 .
1ケの細胞体に着目すると絶対不応勅がある為 にパ ′レス振動数は 2n:/To政
一228-･
.大貫 借




琴畳 とする空間での敵散時間を評価することを試みる｡ その際 ,絶対不応期が
アンサンプ)V平均の時間の敵散化に.及ぼす影響を考察するO
絶対不応期VCおける状静変化を記述する (2･10)で 一 W~i 按 Ⅹ - Ⅹ.,Ⅹ 2･,
Ⅹ5, ,ⅩN- ロの塵散的 ステップをとるとし,時刻 tK Wi-Ⅹkである
確率 f(Ⅹk;ち)VCよって アンサンブル平均は,To′を Ⅹ1-ヰⅩNへの移行の
時間 とする.と ((4.18)が成立する),
N




と在るp (2･10)の S･uccha･sticprooessについて任意を要す るoWiは
仮に導入された畳であって,一度発火すると決定論的にこのプロセスを経過す
I
























で ,Ⅹ1陀なってか らの経過時間 Sを用いて

























エ ム ÷ f < oi(1,や > d畠 -.T( 0









< 頼 +-七)> ～ <頼 )>･ △七 浩 子頼 )>










<o･(ち)> 一-L f<oi(ち-8)> ds
l バTo′0
′
･許 O｣しくo･(t-a), dsdt 1
(4.ll)
-か ま <oi ' t)> 一芸 <oi(i-To''' '
-まくoi(i)> ri ' 伊 )> -<gi'七-､To′)>) (4L･12'
ここで △七一 0とすると<qi(ち)> は技勤し浸 く浸るO虫odi占ck ら`の猫の
嫡牛神経額の自発放電の観察はパJVス間隔が pr如 BSOn又は gaus声分布する





･M o- (卜 exp(-&ユWTo′)I)
- △もい lW (1-exp(十 la"o′))-W2ToJA(a,)i
但し Arα) - < 符(QJ)>/<?i(a)>
lA(a)f≦1 であるから (4.1_5】)より
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を用いると,△七は 吉 でO -盲 ,[｡ である-｡ 即ち < qi(i)> 把 O-数百サ4
ねばをら希いO
以上のことからpSP連続性 とい うミクロねアナログ性を示唆する現象があ
るにも拘 らず,やは り神経空間は△ tの彪敵的時間壁際構造をしている O △七











れば怒ら奇h o このことは特に生物系を扱 う時yc留意5'るべき点である｡一般
的に云って,あるダラダラさを務くす方向疫進むことu･'可能費こともあるが,
逆にはっきりした一ものをダラダラしたものとみ充して群論化して捜査ら希い








とが出来ようOこの△ 七は従って もiⅡG もoleranQeとみ夜すことが出来るo
神経空間は,細胞が離散的に牙布しているとレ､う speもial tolerar,ceの他
･陀 time toleranceのある空間と考えるO .
psp連続性∵をマクロ夜頭象に於けるアナログ性の ミクロをレベjVでの保証
とする考えは,従って直ちには認められないO 決定論的方程式 (2.7)ではや
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